
【2025年度　HEX健康経営戦略マップ】

健康投資

健康関連の最終的な目標指標
従業員等の意識変容・行動変容に

関する指標
健康投資施策の取組状況に

関する指標

健康投資効果
健康経営で解決したい経営課

題

事業所ごとでの推進
（衛生委員会を中核
組織とした推進体制づく

り）

健康に関する教育機会
の提供、情報提供

（各種研修、全社を対
象とした動画研修の実

施）

医療専門職の
配置強化（産業医面
談・就業判定の体制強
化、保健師の導入）

様々な効果に関連する
健康投資※１

特定保健指導の実施、勧奨

歩活の推奨
社内イベントの実施

従業員のパフォーマンス向
上

活き活きと働く環境が整っ
ている

ワークエンゲージメント
の向上※４

2022年 3.53
2023年 3.44

健全な生活習慣の取得
健全な健康状態の取得

（※１）基本的に「健康投資」と「健康投資施策の取組状況に関する指標」は1対1で対応する。しかし、中には複数の「健康投資施策の取組状況に関する指標」に対応する「健康投資」も存在するため、そのような「健康投資」を「様々な効果に関連する健康投資」とする。
（※２）東大1項目をストレスチェックに組み入れ、2023年度（従業員1064名対象、回答率89.5%)と2024年度（従業員1068名対象、回答率88.5%）実施。
（※３）正社員782名（2024年3月31日時点）の平均休業日数を算出。
（※４）自社で独自に定めた従業員調査内に、ワークエンゲージメントを組み入れ、2022年度（測定人数1024人、回答率99% ）と2023年度（測定人数911人、回答率89.8%）実施。いずれも５点満点。

歩活参加者数
2024年度 200名

アウトプット指標 パフォーマンス指標 アウトカム指標

喫煙率の低下
2025年 15%以下
※サステナ 中核共通目標

情報発信の提供回数・研
修への参加率

保健師面談の利用数
メンタルヘルス研修

参加者数 休業率・離職率の低減

実施回数
2024年度 2回

女性の健康についての情報提供
対象別教育研修(e-learning)の実施

社内掲示

就業時間内全面禁煙
（2020年８月1日～）

8月1日を禁煙DAYに制定
2月22日を禁煙促進DAYに制定

禁援プログラムの推奨

生活習慣改善に関する情報の提供

メンタル不調者・長時間労働者に対して産業医面
談実施

精神科の産業医によるメンタル面談の実施
若手を中心に保健師面談の実施
保健師による健康管理体制の拡充

メンタルヘルス研修の実施

プレゼンティーイズム
の低減※２

2023年 23.6
2024年 23.1

心身の健康上の問題が
作用して、出勤時の生
産性が低下している状

態にあること

アブセンティーイズム
(病欠）の低減※３
2023年 3.86日

※心身の体調不良が原
因で、欠勤・休職など
業務が行えない状態に

あること

健診事後指導の強化

女性特有のがん対策の実施

禁煙支援プログラム
実施者数

子宮がん・乳がん検診
受診率向上
(2025年

子宮頚がん検診 70%
乳がん検診 60%)

健保補助健診の認知度
バス健診の受診者数
研修受講者数

特定保健指導受診率
2025年 60%以上
※サステナ 中核共通目標

健診後の保健指導
実施率

物流事業を通じて、将来にわたり世界に貢献し続ける
一人ひとりが個を尊重し健康で生き活きと輝くことが
将来に渡り世界に貢献する事業基盤となる

企業価値

健康課題

喫煙率が高い
2023年 喫煙率：

22.7%（40歳以上喫煙率）
17.4%（全年齢喫煙率）

婦人科検診の受診率が低い
※2023年 受診率：
子宮頚がん検診 50%
乳がん検診 47%

メンタル疾患者増
健康リスク値：105

長時間労働

健康状態
（肥満、肝機能、脂質リスク）
特定保健指導受診率：

2023年 34.4%

生活習慣
（運動、食事、飲酒、睡眠）
歩活参加者数：122名達成

議長会議の実施

社会的価値

海外赴任者の健康リスクの回避 海外赴任中の
健康トラブル（欠勤）数

海外赴任中の安全衛生の確保
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